
DENCO 液状化の検討 

１．１ 計算内容 
１．液状化の判定 

 
液状化が起こる地盤は、一般に飽和土層(地下水位が高い)で地表面から２０ｍ程度以浅の沖積層で細粒分含有率

が３５％以下の土と言われていますが、埋め立て地盤などでは細粒分含有率が３５％以上の低塑性シルト、液性

限界に近い含水比を持ったシルトなどが液状化された例も報告されています。 
 
 
検討地点の地盤内の各深さに発生する等価な繰返しせん断応力度比 
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 d ：水平面に生ずる等価な一定繰返しせん断応力振幅（kN/m2） 

 '

z ：検討深さにおける有効土被り圧（鉛直有効応力）（kN/m2） 

 n ：等価の繰返し回数に関する補正係数で 0.1（Ｍ－１） 

 Ｍ：マグニチュード 

 max ：地表面における設計用水平化速度（cm/s2） 

 ｇ：重力加速度（９８０cm/s2） 

 z ：検討深さにおける全土被り圧（鉛直有効応力）（kN/m2） 

 d ：地盤が剛体でないことによる低減係数 

 

d ＝1－0.015ｚ 

 

 ｚ：地表面からの検討深さ（ｍ） 

 

1N ＝ NCN   

NC ＝ '98 z  

fa NNN  1  

 1N ：換算 N 値 

 NC ：拘束圧に関する換算係数 

 fN ：細粒分含有率 Fc に応じた補正 N 値増分 

 

 

 

 

 

 

 

 

fN  



 

 N ：トンビ法または自動落下法による実測 N 値 

 

R＝ '

zl   

 R：図４．５．１中の限界せん断ひずみ曲線５％を用いて、補正 N 値（ aN ）に対応する飽和土層の液

状化抵抗比 

 l ：水平面における液状化抵抗 
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 lF ：各深さにおける液状化発生に対する安全率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

lF 値が１より大きくなる土層については液状化発生の可能性はないものと判定 

１以下となる場合は、その可能性があり、値が小さくなるほど液状化の発生危険度が高く、 lF 値が１を切る土層

が厚くなるほど危険度が高くなる。 

 

 

繰返しせん断応力度比（ '

zd  ）算定における地表面水平加速度値は、建築基礎設計指針では損傷限界検討用と

して１５０～２００cm/s2、終局強度検討用として３５０cm/s2 程度としている。 

 

２．液状化の程度と動的水平変位 

 

 動的水平変位は、繰返しせん断ひずみ cy を aN と '

zd  より左

図により推定し各層のせん断ひずみ cy が同一方向に発生したと

仮定して、これを鉛直方向に積分して変位を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

地表変位を cyD とし液状化の程度は下表より推定します。 

 

cyD と液状化の程度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

cyD （cm） 液状化の程度 

0 なし 

－05 軽微 

05－10 小 

10－20 中 

20－40 大 

40－ 甚大 



 

 

例題 

 

下表に示す地盤において、液状化に対する安全率と液状化時の地表最大地盤変位を求めます。地下水位は深度２

ｍ 地表面加速度２００（ｃｍ/s2）地震マグニチュード M＝７．５とします。 

 

 

深度 

 

土質名 

 

N 値 

土の湿潤単

位 体 積

（kN/m2） 

細 粒 分

含 有 率

Fc（％） 

1 8 

2 

シルト質細砂 

3 

17.6 25 

3 2 

4 2 

5 12 

6 10 

7 15 

8 

 

 

細砂 

10 

 

 

18.6 

 

 

5 

9 15 

10 22 

11 

 

細砂 

23 

 

18.6 

 

15 

12 2 

13 2 

14 3 

15 3 

16 

 

 

粘土 

16 

 

 

14.7 

 

 

100 

17 42 

18 45 

19 38 

20 50 

21 50 

22 50 

23 48 

24  

25 

 

 

 

 

礫混じり砂 

 

 

 

 

 

18.6 

 

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 



 



 

深さ５ｍでの液状化の検討 

 

M＝７．５ 

n ＝0.1（Ｍ－１）＝０．６５ 

max ＝２００（ｃｍ/s2） ｇ＝９８０（ｃｍ/s2） 

z ＝１７．５×２．０＋１８．６×（５．０－２．０）＝９０．８（ｋN/ｍ2） 
'

z ＝１７．５×２．０＋８．２×（５．０－２．０）＝５９．６（ｋN/ｍ2） 
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＝０．６５×（２００/９８０）×（９０．８/５９．６）×（１－０．０１５×４） 

  ＝０．６５×０．２０４×１．５２３×０．９４＝０．１８９８ 

   

  Fc=５％より 

  fN ＝０ N＝１２ 

 

NC ＝ '98 z より 

NC ＝ 6.5998 ＝１．２８ 

1N ＝ NCN  ＝１．２８２×１２＝１５．３８ 

 

fa NNN  1 より 

aN ＝１５．３８＋０＝１５．３８ 

液状化抵抗比または等価な繰返しせん断力比と補正 N 

の右図 5％曲線より 
'

zl  ＝０．１７ 
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＝０．１７／０．１８９８＝０．９ 

 

lF ＝０．９よって液状化の危険性は高い 

 

 

 

 

 

 

fN  

０．１７ 

１５．４ 



 



 

液状化の程度と水平地盤での動的水平変位 

細粒分含有率３５％以下の地下水位２ｍ以下のを対

象とし応力比―補正 N 値右図より 

 

  深度３ｍでは 

 液状化による地表面変位と沈下量の損傷限界より 

aN ＝２．９８ 

'

z

d




＝０．１５ 

 

cy ＝８％ 

 

深度５ｍ 

aN ＝１５．１３ 
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cy ＝０．５５％ 

 

cyD ＝０．０８×１＋０．０８×１＋０．００５５×１＋０．０１７３×１＋０．００５×１＋０．０２３９ 

 ＝０．２１（ｍ） 

 

cyD と液状化の程度の関係表より 

２０ｃｍ－４０ｃｍ となり 液状化の程度は大となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


